
















The Development Process of the Korean Diplomacy over the
Most-Favored-Nation Treatment: After the Regulations for 
Maritime and Overland Trade between Chinese and Corean 
Subjects
　　The purpose of this paper is to clarify how the foreign policy in Korea was developed in regard 
to the most-favored nation treatment in the process of conclusion of treaty based on the International 
law.
　　Treaty of amity and commerce between the United States of America and Corea in 1882, was the 
first treaty that the article of the most-favored nation was introduced. 
 In this treaty, Korea showed the active diplomacy by accepting the bilateral most-favored nation 
treatment in part. 
　　However, Regulations for Maritime and Overland trade between Chinese and Corean subjects 
were established after the Imo military mutiny of 1882.  The linkage of the theory of rejection in the 
most-favored treatment and the regulation of vassal state, gave a tremendous influence to the Korean 
diplomacy.
　　Regulations under which Japanese trade is to be conducted in Corea, and the treaty of friendship 
and Commerce between Korea and Great Britain that both were concluded after Regulations for 
Maritime and Overland trade between Chinese and Corean subjects, disabled Korea to use the 
rejection in the most-favored nation treatment as a negotiation subject.
　　As it is analyzed the foreign policy of Korea as to the equal shares of the treaty of Amity and 
Commerce between Korea and Great Britain, however, it was found out that different policies were 
developed against each countries, the United States, China, and Japan.
　　While the requested equal shares were carried out against the United States to show the 
cooperation in the world, the original explanation was added into the provisions against Japan to avoid 
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勲 2010〕があげられ、協定関税制については〔金敬泰 1972〕〔金敬泰 1975〕〔崔泰鎬 1976〕〔北原スマ






















　1882 年 9 月に成立した水陸章程は、清の皇帝から朝鮮へ下賜された「章程」であるため、
厳密に言えば、西洋国際法に則ることを基本原則とする条約とは異なるが、被告が朝鮮人で
ある場合にも適用される領事裁判権（第 2 条）や、漢城開桟権と内地採辦権（第 4 条）、陸




























































19 この内容は、水陸章程をうけて朝清間の陸路貿易を規定するために 1883 年 8 月に成立した中江貿易
章程にも、第一条「其他各国、此の例に在らざるを言ふ」（『清季中日韓』755 付件 1）として挿入され、


















　転機となったのは、先にみた水陸章程であった。水陸章程は、1882 年 10 月 9 日、総理衙

















ンター H.P. で閲覧。資料番号 A01100220600）。〔酒井裕美 2010：14〕においてはこの史料に気づかず、「日
本側草案①」を原文不明としているが、ここに訂正する。
23『清季中日韓』620
24〔韓承勲 2006：236〕、FO405/33、No.16。イギリス外務省資料 Great Britain, Foreign Office, Confidential 
Papers, printed for the use of the Foreign Office, China, 1848-1914, FO405のうち、33は朝鮮関係の書信を集め

























商章程」締結交渉は、その後 1883 年 6 月 11 日、竹添公使から新たに提示された日本側草案







































　その後パークスは本国からの訓令を受け、1883 年 9 月末、ドイツ全権大使ツァッペとと
もに漢城入りし、直接交渉による条約の再協議が、朝鮮において本格的に開始された。朝鮮













































37 前掲の〔韓承勲 2006〕〔韓承勲 2010〕の他には、〔奥平武彦 1935：第Ⅳ章〕〔広瀬靖子 1974〕〔崔文
衡 1984〕〔岡本隆司 2004：第 5 章〕などを参照。  
38 FO405/33, NO.16. 水陸章程の英訳は駐清イギリス領事グローブナーからも送付された（FO405/33, 
NO.7）。
39〔韓承勲 2010：55〕














　まず、アメリカの場合を見ると 44、1884 年 2 月 17 日に、パークス条約がイギリス本国で
批准された報が朝鮮に伝えられた後、4 月 30 日、アメリカ公使フートは、統理交渉通商事
務衙門に対し、パークス条約内の「若干款の格外権利を恩許し、美国と貴国條約中、未だ允
ゆる
さざる者」について、朝米条約第 14 款に基づく「同霑」を実施するよう要求した 45。これ





















































年 12 月 16 日、周馥の進言と同じ内容の咨文を高宗に送った。高宗の水陸章程改訂に同意す
る照覆は 1884 年 1 月 26 日付で、2 月 9 日に北洋衙門に至った。2 月 19 日には改訂が皇帝に
裁可されている 49。このことは、2 月 23 日付の李鴻章の札によって漢城の陳樹棠に伝えられ、

























た「日朝通商章程」に定められた基本の輸入税率は 8 または 10％であったが、4 ヶ月後に調
印されたパークス条約において、輸入税基本 7.5％が明記され、ここに均霑問題が生じた。





























































































率は 8 または 10%、パークス条約の基本税率は 7.5% ではあるが、その細目は、「日朝通
商章程」が、免税、5%､8%､10%､15%､20%､25%､30% の 8 段階、パークス条約が、免税、
5%､7.5%､10%､20% の 5 段階に分かれていたのであって、もちろん、日本に対して 8 または
10% の課税率が、イギリスに対しては 7.5% になる品目が多いとしても、例えば歯磨き粉（対
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